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ITERのサイト地：Provence…	  
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カダラッシュ	  

マルセイユ	  
南フランス	  
Provence	  

1.  ITERの概況 



イーターサイト完成予想図	  (南フランス・カダラッシュ)	  

CEA	  
（フランス原子力庁）	  

ITER カダラッシュ・サイト全景	
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ITERの目的	
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炉心プラズマでのエネルギー収支 	

炉心プラズマのエネルギー収支	

核融合反応�

加熱装置による	

外部加熱のパワー: Ph 	


アルファ粒子による	

内部加熱のパワー ：Pα	


電磁波、粒子束などで損失・散逸
するパワー ：W/τE + Prad	


中性子による出力パワー：PN	


�エネルギー :W	


炉心プラズマ �

内部循環電力�

加熱装置 	


DT反応の場合： �
Pα ＝ PN ／4 	
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＝�
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Ph	
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発
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DT核融合反応で発生した3.5MeV
のα粒子は、電子と
イオンに衝突して加熱する。 �
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ITERでの核融合燃焼実験�

核融合燃焼の実証：�
・核融合エネルギー増倍率（Q）が10以上の核融合反応の実証 �
・DT反応で発生する高エネルギーのα粒子で自ら加熱する�
�核燃焼プラズマを400秒維持する。 �
核融合燃焼プラズマの定常運転（Q＞5）： �
・自発電流割合が高く、自己加熱している核燃焼プラズマの分布制御�
   により、定常核融合燃焼運転を目指す。 �

α粒子加熱比：�
α粒子による内部加熱パワー�

全加熱入力�

＝�
 Q �
Q＋5�

Pα	


Ph ＋ Pα�

Qが10のとき、 α粒子加熱比は67％になる。 �

ITERの技術目標	

Q＝�
外部加熱入力�

核融合出力�
＝�
5 Pα	


Ph	


エネルギー増倍率：�

＝�

＝�
PN + Pα	


Ph	
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ITER協定等の署名式(2006年11月21日)に出席した各参加極代表	 

ITER協定の署名	
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ITER計画は国際共同プロジェクト	
世界人口	 韓

中

印

露欧

世界GNP	

日

米

韓中印露

欧

日米

参加極：日欧米露韓中印（７極）	
・ 世界人口の半数以上が関与	
・ 世界のGNPの８０％以上	

ITER計画の目的：	
　① 核融合燃焼の実証	
　② 核融合燃焼プラズマの定常運転	
　③ 核融合エネルギー取り出しの試験	

ITER機構：2007年10月24日発足	

ITER計画の実施：	  
・ITER機構(IO):	  2007年10月発足、ITER計画の実施主体(nuclear	  operator)	  
・７極の国内機関(DA):	  物納調達(in	  kind	  procurement)で協力	  

建設段階	

10年�

運転段階	

20年�

除染	

5年� 保管・解体�

ITER機構� ホスト国�
(ITER計画のスケジュール)	
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ITER機構の組織	  (本年7月まで)	

SAS	  

ADM	   FST	   TKM	   CEP	   CHD	   CCS	  

ODG	  
PRO	  

CIE	  

PDDG	  

DG	  
DAs	  

IC	  MAC	   STAC	  
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•  工程とコストに関するベースライン文書を承認	  

•  機構長が池田氏から本島氏に。	
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新機構長に本島・核融合科学研究所名誉教授	

・ 本年７月28日の臨時ITER理事会にて、	  
　本島氏が機構長に就任された。	  
・ 右の写真は29日のITER機構職員への	  
	  	  	  就任挨拶。	
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実用化へのステップ�

Q=~1	  
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核融合炉では、燃料を自ら生成	

核融合	
発生エネルギーの80%	 

発生エネルギーの20%	 

[中性子]＋[リチウム]→[トリチウム]	
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核融合環境下での、トリチウム増殖ブランケットの総合性能試験	
　　参加極が、試験モジュールを独自に開発し、ITERに設置して、ITERの運転を利用して実施。	

　ブランケットの役割	
・熱エネルギーの取り出し（発電機能）	
・燃料となるトリチウムの生成（増殖機能）	
・放射線遮蔽（遮蔽機能）	

ブランケットの構成例	
・トリチウム増殖材（Li2TiO3微小球）	
・中性子増倍材（Be微小球）	
・構造材（低放射化フェライト鋼）	
・冷却材（水：出口温度320̃510C）	

0.5m

0.
6m

テストブランケットモジュール	

第一壁	
冷却管	

トリチウム増殖材	
微小球充填層	

プラズマ側

中性子増倍材	
微小球充填層	

容器	
発電ブランケットの試験体	

プラズマ �

ＩＴＥＲの断面図	

ＩＴＥＲを用いた	
発電ブランケットの工学試験	

・ﾄﾘﾁｳﾑ増殖特性	
・発電特性	

トリチウム増殖ブランケットの総合性能試験 
ーテストブランケットモジュール計画ー	
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